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多摩地域の地下水から高濃度のPFAS検出
2019年東京都調査

東京民報社作成

・2003年京都大学が多摩川の水と水道水汚染報告。
・2005年、東京都水道局は水道水用地下水の
ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ開始。

·2019年の東京都調査により浄水所井戸水から高

濃度のPFASが検出。1ℓあたり１００ngを超えたの

は府中、調布、小金井、小平、国分寺、国立

40-99nｇは立川、日野、西東京、 狛江、東久留米

都は水源の井戸34本の取水を中止。

今年府中の６か所を中止して４０か所となっている。

・これらのデータは当初、都民に明らかにされず、

情報公開請求により2021年度から全面公開

・現在、都水道局ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでは、井戸の原水、浄水、

給水栓水(蛇口)について、浄水所ごとにPFOAと

PFOSの測定結果を2004年分から公開している

多摩地域の浄水所井戸水のPFAS検出状況 50ng以上



多摩地域の地下水から高濃度のPFAS検出「取水停止井戸が増え、汚染範囲拡大」

東京新聞2023年1月3日付け朝刊より

「取水停止井戸はこれまでの3浄化施設5本から11施設34本に拡大していた」と東京新聞が報道しました。
これまで停止していた国分寺市・東恋ヶ窪浄水所、府中市・府中武蔵台浄水所、国立市・国立中浄水所の3施
設に加えて新たに停止していたのは立川市・栄町浄水所、小平市・小川給水所と上水南給水所、国分寺市・北
町給水所、国立市・谷保給水所、府中市・若松給水所、調布市・上石原配水所、西東京し・保谷町給水所。
東京都が多摩地域で管理する水源の井戸は278本、給水を受けている住民は約396万人。暮らしに欠か
せない水の汚染を除去するため、住民たちは汚染源の調査や対策を求めています。

一部井戸の取水を停止した
立川栄町浄水所















ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議の多摩地域住民血中PFAS調査
2020年8月30日

PFAS汚染で取水を止めた府中市武蔵台、国分寺市東恋ヶ窪浄水所の

周辺住民22人の血液検査 本町クリニック杉井義彦院長が採血に協力

PFAS中央値の比較

PFOS PFOA PFHxS

国分寺・府中 15ng 4.85ng 20.5ng

宜野湾市 13.7ng 3.2ng 16.4ng

札幌（妊婦） 5.2ng 1.3ng

環境省2017年調査と比べて PFOSは国分寺1.4倍 府中 2倍 20ng を越えたのは５人
PFOAは国分寺1.6 倍 府中1.4倍 PFHxSは国分寺19倍 府中12倍

環境省と都庁を訪れて多摩地域での大規模な血液検査、健康調査を求めた。
環境省「自治体を飛び越して環境省が出る訳にはいかない」
都庁 「基準もないし、健康調査は環境省の管轄」







PFOS、PFOA の国内の製造状況等 第２回環境省専門家会議資料

• PFOSの国内製造

半導体用反射防止剤・レジスト(保護膜）金属メッキ処理剤

泡消火剤として製造されていたが、2017 年に例外用途を廃止、
PFOS のすべての用途で製造・ 輸入等を禁止した

2020 年度の調査によれば、泡消火薬剤としての在庫量は全国合
計で 338.8 万リットル（PFOS 含有量 17.8 トン）となっており、
2016 年度調査結果の 396.4 万リットルより減少している

PFOA の国内の製造

 PFOA は、主にフッ素ポリマー加工助剤、界面活性剤等として
使用されていたが、化審法 の一般化学物質の届出制度を開始し
た 2010 年度以降の製造・輸入実績はない。



「多摩地域の有機フッ素化合物汚染を明らかにする会」発足
2020年2月24日「PFOS・PFOAの汚染を知る学習会」で京都大学小泉昭夫名誉教授

は小泉名誉教授は「厚生労働省に対して、健康被害を止めるため飲料水基準として、
2019年版のPFOＳ・PFＯＡ合計値５０ngは高すぎ、10ngにすることを求める」と提言

実行委員会や沖縄の皆さんと協働し、全国から5000を超すパブリックコメントを厚生労
働省に提出しました。 長年、PFASを調査研究してきた小泉名誉教授との出会いが、そ
の後の住民運動の大きな羅針盤となっています。
同実行委員会は学習や懇談、会合を重ね、2021年5月には「多摩地域の有機フッ素化合
物汚染を明らかにする会準備会」として会の結成を呼びかけました。コロナ禍の2022年
2月6日、オンライン学習会「実態を明らかにする血液検査、なぜ必要か、何がわかるか」
を開催、小泉名誉教授から健康被害について更に学びました。
3年目の2022年8月7日、 「多摩地域の有機フッ素化合物汚染を明らかにする会」が発足

東京・国分寺をメーン会場に多摩地域の住民たちと、血液分析を担当される京都大・原
田浩二准教授、小泉昭夫名誉教授そして市民の命を守る運動の先駆け沖縄・市民の会
をオンラインで結び、多摩20数自治体・数百人規模の住民による自主的血液検査がいよ
いよスタート準備となりました。



多摩地域１５診療所で650人のPFAS検査 2022,11,23-2023,3,15
５９地域 診療所 人数 地域 診療所 人数

国分寺 緑杉会本町クリニック ２９ 昭島 昭島相互診療所 ５７

国分寺 ひかり診療所 ５８ 日野 日野台診療所 ３０

西多摩 羽村診療所 114 武蔵野 ゆうの会
 むさしの共立診療所

２０

立川 ふれあいクリニック ７２ 武蔵小金井 北多摩中央医療生協
 むさし小金井診療所

１１

西東京 西都保健生協
清瀬診療所

３０ 三鷹 北多摩中央医療生協
 みなみうら生協診療所

１１

国立 谷保駅前診療所 ５９ 八王子 八王子共立診療所 １５

府中・調布 府中診療所 ７１ 小平 西都保健生協
 みその診療所

１２

武蔵村山・東大和 大南ファミリークリニック ６１



６５０人PFAS検査 居住地別の参加者数

年齢 平均 66.8歳 最大 92歳 最小 19歳 性別 女性 435名 男性 215名

居住地 22市２町１村で、多摩地域の自治体の83%

国分寺市 ８４ 福生市 ２４ 三鷹市 １３

国立市 ６２ 羽村市 ２３ 八王子市 １３

昭島市 ５０ 武蔵野市 ２３ 東村山市 ４

府中市 ４７ 小金井市 ２２ 日の出町 ４

立川市 ４７ 調布市 ２１ 東久留米市 ２

武蔵村山市 ４０ あきる野市 １９ 多摩市 １

日野市 ３３ 青梅市 １９ 檜原村 １

西東京市 ２９ 瑞穂町 １８ 世田谷区 １

小平市 ２８ 東大和市 １７



指針値

米国アカデミー ドイツHBM-II

PFOS+PFOA 4PFAS合計 PFOS PFOA

未満 以上 未満 以上 未満 以上 未満 以上

国分寺市 39 45 5 79 57 27 75 9

国立市 51 11 22 40 60 2 62 0

昭島市 45 5 31 19 48 2 50 0

府中市 39 8 19 28 44 3 46 1

立川市 26 21 12 35 38 9 46 1

武蔵村山市 36 4 28 12 39 1 40 0

日野市 31 2 27 6 32 1 33 0

西東京市 24 5 17 12 29 0 29 0

小平市 24 4 13 15 27 1 28 0

福生市 22 2 14 10 24 0 24 0

羽村市 21 2 14 9 23 0 23 0

武蔵野市 16 7 7 16 21 2 23 0

小金井市 20 2 12 10 21 1 22 0

調布市 19 2 10 11 20 1 21 0

あきる野市 15 4 9 10 17 2 19 0

青梅市 15 4 13 6 18 1 19 0

瑞穂町 18 0 15 3 18 0 18 0

東大和市 16 1 12 5 17 0 17 0

三鷹市 12 1 9 4 12 1 13 0

八王子市 12 1 11 2 13 0 13 0

日の出町 4 1 4 1 4 1 5 0

奥多摩町 4 0 4 0 4 0 4 0

東村山市 4 0 4 0 4 0 4 0

東久留米市 2 0 1 1 2 0 2 0

世田谷区 1 0 1 0 1 0 1 0

多摩市 1 0 0 1 1 0 1 0

檜原村 1 0 1 0 1 0 1 0

合計 518 132 315 335 595 55 639 11

未満 以上 未満 以上 未満 以上 未満 以上

米国とドイツのPFAS指針値での評価

20ng 20ng          PFOS     20ng           PFOA   10ng                        

ドイツ ヒト生物モニタリング委員会

45 53.6% 79 94% 27 32.1% 9 10.7%

21 44.7% 35 74.5% 9 19.1%

40 65%

28 60%

15 54%

16 70%



PFAS血中濃度の要約と過去の調査との比較

地域 参加者人数 平均血漿中濃度(ng/mL)

PFOS PFOA PFHxS PFNA
4PFAS

合計

PFOS

+PFOA

国分寺市 84 16.7 6.5 17.7 4.1 45.0 23.2

国立市 62 10.4 3.6 5.4 3.2 22.6 14.0

昭島市 50 9.7 3.2 2.5 3.1 18.6 13.0

府中市 47 10.5 3.4 6.7 3.3 23.9 13.9

立川市 47 14.2 4.7 4.7 5.0 28.6 19.0

武蔵村山市 40 9.5 3.3 1.8 3.5 18.1 12.8

日野市 33 8.2 2.6 1.5 3.2 15.6 10.8

西東京市 29 10.7 2.7 1.7 3.1 18.2 13.4

小平市 28 9.7 4.1 5.7 3.1 22.6 13.8

福生市 24 9.0 3.3 2.7 3.1 18.0 12.3

羽村市 23 8.4 3.1 1.8 3.3 16.7 11.5

武蔵野市 23 11.8 4.0 6.9 4.4 27.2 15.8

小金井市 22 9.0 3.2 4.1 3.2 19.4 12.2

調布市 21 10.2 4.0 3.9 3.8 21.9 14.2

あきる野市 19 11.1 4.1 2.4 3.6 21.1 15.2

青梅市 19 8.9 3.4 1.2 3.3 16.8 12.3

瑞穂町 18 7.2 2.4 1.9 2.5 14.0 9.6

東大和市 17 8.0 3.5 1.4 3.7 16.7 11.6

三鷹市 13 8.7 2.8 1.7 2.9 16.1 11.5

八王子市 13 5.2 2.1 2.1 2.2 11.5 7.3

環境省

2021年調査
119 3.9 2.2 1.0 1.6

参加者１０人以上の自治体での
PFAS平均値     20ng以上

国分寺市、立川市の参加者の平均血中
PFOS濃度が明らかに高い値を示した。
国分寺ではさらにPFHxS濃度がPFOS
と同程度に検出された。
武蔵野市、あきる野市、西東京市、府
中市、国立市、調布市の参加者で平均
PFOS濃度が10 ng/mLを超えていた。
昭島市、武蔵村山市、小平市もそれに
近い値であり、高いグループにあった。
これらの自治体ではPFHxSも国分寺
市ほどではないが、高めの値が検出さ
れている。
平均PFNA濃度は立川市、武蔵野市で
高めであったが、他の市町間では大き
な違いはなかった。
八王子市がもっとも低い血中平均濃度
を示した。

人数



地域 参加者人数 PFOS PFOA PFHxS PFNA
4PFAS
合計

PFOS
+PFOA

国分寺市 82 16.7 6.5 17.4 4.2 44.9 23.3
国立市 62 10.5 3.6 5.4 3.2 22.6 14.0
昭島市 50 9.7 3.2 2.5 3.1 18.6 13.0
府中市 46 10.5 3.4 6.8 3.3 24.1 14.0
立川市 46 14.5 4.8 4.7 5.1 29.0 19.3
武蔵村山市 40 9.5 3.3 1.8 3.6 18.1 12.8
西東京市 29 10.7 2.7 1.7 3.1 18.2 13.4
福生市 24 9.0 3.3 2.7 3.1 18.0 12.3
羽村市 23 8.4 3.1 1.8 3.3 16.7 11.5
調布市 20 10.1 4.0 3.7 3.8 21.6 14.1
青梅市 19 8.9 3.4 1.2 3.3 16.8 12.3
あきる野市 18 11.2 4.1 2.3 3.6 21.3 15.4
小平市 18 9.5 4.3 5.7 3.2 22.8 13.8
瑞穂町 18 7.2 2.4 1.9 2.5 14.0 9.6
東大和市 17 8.0 3.5 1.4 3.7 16.7 11.5
小金井市 13 7.6 2.9 3.2 2.7 16.3 10.4
環境省
2021年調査 119 3.9 2.2 1.0 1.6 8.7 6.1

地域別（10人以上）の平均PFAS血中濃度(ng/mL)と過去の調査との比較

血液中のPFAS濃度が全国平均の3.4倍
米国基準値（20ng/㎖)超え7割。国分寺9割。

横田基地

高濃度地域は水道水汚染図と重なる





米国とドイツのPFAS指針値での評価
•ドイツのヒト生物モニタリング委員会基準について55人〈8.5％）が超過

•米国科学アカデミーの4つのPFAS合計20ng/mLについては335人(52%)

•PFOS＋PFOA 20ng/mLについては 132人(20%)が上回っていた

１０人以上が検査をした自治体でPFOS＋PFOA が20ng/mLを上回った割合

国分寺市 ５４％ 立川市 ４５％ 武蔵野市 ３０％ 青梅市 ２１％

あきる野市 ２１％ 国立市 １８％ 西東京市 １７％ 小平市 １４％

府中市 １３％ 調布市 １０％ 武蔵村山市１０％ 昭島市 １０％

羽村市   ９％ 小金井市 ９％  福生市      ８％  八王子市 ８％

三鷹市       ８％ 東大和市 ６％

４つのPFAS合計が20ng/mLを上回った割合

国分寺市 ９４％ 立川市 ７５％ 武蔵野市 ７０％ 国立市  ６５％

府中市 ６０％ 小平市 ５４％ あきる野市 ５３％   調布市  ５２％

小金井市 ４５％ 福生市    ４２ ％ 西東京市 ４１％  羽村市  ３９ ％

昭島市 ３８％ 青梅市 ３２％  三鷹市     ３１％  武蔵村山市３０％

東大和市       ２９％   八王子市  １５％





PFAS血中濃度と水道水使用などの関連

項目 参加者人数 調整済み平均血漿中濃度(ng/mL)

PFOS PFOA PFHxS PFNA

水道水使用 あり 577 10.3 3.6 4.1 3.5

なし 55 9 3.3 2.9 3.2

井戸水使用 あり 162 10.2 3.7 4.1 3.4

なし 470 9.1 3.2 2.9 3.2

浄水器使用 あり 237 9.1 3.2 2.4 3.3

なし 395 10.2 3.7 4.5 3.4

水道水は大半の参加者が利用していた。使用せずと回答した参加者55名ではPFOS濃度、PFHxS濃度がやや低
かった。井戸水を使用した経験があった参加者は632名中162名で、PFOS、PFHxS濃度が高めとなった。
浄水器の利用状況を聴取し、632名のうち、237名が利用していた。その平均値から概ね使用者で血中PFAS濃
度が低かった。特にPFHxSで顕著であった。このことは、水道水にPFASが比較的多く含まれ、住民が摂取す
ることになっていたことを示唆するものである。

PFNAは水道水以外の摂取経路として食品などの影響がありうることから浄水器使用の差が僅かであったと考
えられる。ただし、統計的に差がなかったことが、水道水が曝露源であることを否定するものではない。



ドイツ：ヒト生物モニタリング委員会
PFOS ： 20 ng/mL、
PFOA ： 10 ng/mL

アメリカ：米国アカデミー
7 つの PFAS（PFOS, PFHxS, PFOA, PFNA, PFDA,

PFUnDA, MeFOSAA）の合計値で 20 ng/mL

ＰFAS血中濃度の指針値 京都大学原田浩二准教授

今回の調査では PFAS,PFOA,PFHｘS,PFNAの合計値と 健康影響
がよく研究されているPFOSとPFOAの合計値を血液を提供して下
さった皆様に報告しています。
報告値のうち、PFOSとPFOAの合計値に注目してください。

2ng/mL未満 健康影響はない
2ng/mL以上 20ng/mL未満

              妊婦など感受性の高い集団では悪影響の可能性
20ng/mL以上

        脂質代謝異常の検査、甲状腺ホルモンの検査、腎がんの兆候や
        症状の確認、精巣がんや潰瘍性大腸炎の症状の評価を勧める



基準値を超えた人の心配
医者にかからなくて大丈夫？

現在の濃度では急性の健康影響を引き起こす可能
性はほぼありません（原田浩二准教授）

脂質代謝異常の検査、
甲状腺ホルモンの検査、
腎がんの兆候や症状の確認、
精巣がんや潰瘍性大腸炎の症状の評価

PFAS20ng/ml以上 PFAS結果
相談外来へ

今回採血した人以外も、市民の心配
自分は大丈夫？ 採血したほうがいいか・・・
水は飲んでいいのだろうか？ 
とりわけ子どもは 
妊娠した場合の留意点は？ 

東京都PFAS相談ダイヤル
都は、国内等で現在明らかになっているPFASに関する情報を都民に伝えるため
5月1日からPFASに関する電話相談窓口を開設しました。
受付時間：月曜日から金曜日（国民の祝日及び年末年始を除く）

午前9時00分から午後5時00分まで 03-5989-1772



2023年１月30日環境省「PFASの総合戦略専門家会議」発足
PFOS、PFOA に関するＱ＆Ａ集（案） 令和５年○月時点
人の健康への影響 
PFOS、PFOA は動物実験等により免疫系や肝臓等への有害な影響の原因となり
得ることが指摘されていますが、どの程度の量が身体に入ると影響が出るのか
については未 だ確定的な知見はありません。そのため、現在も国際的に様々な
知見に基づく検討が進められています。なお、国内において、PFOS、PFOA の
摂取により人の健康被害が発生したという事例は確認されておりませんが、環
境省は厚生労働省と連携し、最新の知見を踏まえた暫定目標値の取り扱いにつ
いて、専門家による検討を進めています。

PFOS、PFOA が飲み水に含まれていると聞きました。大丈夫なのでしょうか? 

⇒ 飲み水中の PFOS、PFOA が暫定目標値を超えることがないように、水道事
業者等によ る管理をお願いしています。なお、PFOS、PFOA の摂取により人の
健康被害が発生したという事例は、国内において確認されていませんが、暫定
目標値の取り扱いについて、 最新の科学的知見に基づき現在検討を行っている
ところです。



身近な環境中の PFOS、PFOA はこれから増えるのでしょうか?
 ⇒ PFOS、PFOA はいずれも既に製造・輸入が原則禁止されており、環境省
の調査による と、2009 年以降、同一の測定点において水質（河川等）、底質、
大気中の濃度が全体 的な傾向として年々減少傾向にあります。

健康影響に関する血中濃度の基準はないのですか。健康影響を把握するために、 
PFOS、PFOA の血液検査を受けた方がよいですか?
 ⇒ 現時点での知見では、どの程度の血中濃度でどのような健康影響が個人に
生じるか については明らかとなっていません。このため、血中濃度に関する
基準を定めること も、血液検査の結果をもって健康影響を把握することも困
難です

PFOS、PFOA は家庭で使う消火器にも含まれ ているのでしょうか?
⇒ 通常家庭で使われている住宅用消火器には PFOS、PFOA を含有している
ものはあり ません。
関係省庁では PFOS を含まない泡消火薬剤への代替の促進を図っており、
PFOA を含 む泡消火薬剤についても、今後、PFOS、PFOA を含まない泡消火
薬剤への代替の促進を 図っていく予定です。



泡消火薬剤以外にも、様々な用途で使われていたと聞きましたが、生活をする
中 で気をつけるべきことはありますか?
 ⇒ 身の回りの製品について、特段心配するようなことはありません。PFOS、
PFOA は既 に製造・輸入等が禁止されており、PFOS、PFOA を使用した製品
が新たに流通すること は想定されません。
製造・輸入を禁止する前にあっても、PFOS については、日本国内で家庭用品
の製造に 使用されたという報告はありません。PFOA については、カーペット
等の繊維製品等に使 用されていましたが、これらの製品の使用による健康影響
に関して、６歳以下の子ども にも着目して、令和元年にリスク評価を行った結
果では、これらの製品を使用し続けた としてもリスクは懸念されるレベルには
ないとされています。また、PFOA は、かつてフ ライパン等のフッ素樹脂コー
ト剤の製造時の反応助剤等として使用されていましたが、 フッ素樹脂は PFOA 
とは別の物質です。日本国内で化審法に基づき PFOA の使用等が禁止 される
（2020 年）前の 2014 年以降、企業の自主的な取組として、フッ素樹脂製品へ
の PFOA の使用は全廃されています。



環境省による化学物質の人へのばく露量モニタリング調査結果
第３回「PFASの総合戦略専門家会議」資料 ＱアンドＡ集（案）

H23-28
年度

R2年度 R3年度 R4年度

検査者 406人 80人 119人 89人

平均年齢 50才 39.7才 43.4才 44.7才

PFOS 平均値 7.5ng 2.5 3.9 3.4

範囲 0.48-33 0.79-7.6 1.1-14 0.8-12

PFOA 平均値 4.1ng 1.5 2.2 2.0

範囲 0.41-28 ND-6.4 0.41-6.2 0.41-4.2

各年度で調査対象者の年齢や対象者の選定方法等が揃っていないため、単純に過年度の結果
と比 較することはできない。
Ｒ４年度は北海道・東北の中小都市２か所、九州・沖縄の大都市１か所でダイオキシン、
有機フッ素、金属、農薬などを調査



PFAS除去、PFASフリーな生活 浄水器

PFOSとPFOAについてＲＯ膜ろ過や活性炭による吸着によって低減されることが報
告されています。(米国環境保護庁：ＥＰＡ)米国では除去の規格基準を定め、クリ
アした浄水器だけ「PFOS/PFOA除去」の表示が許可されます。
ＥＰＡ公表の浄水方法：①逆浸透膜(ＲＯ)ろ過 ②活性炭処理 ③イオン交換処理
日本には規格基準がありません。「浄水器利用の有無でPFAS血中濃度に差があっ

た」とする検査結果が2023年1月に発表されて以降、「PFAS除去ができる」とPRす
る浄水器の宣伝が目立つようになりました。
数百円〜10万円以上と幅広い値段や種類の商品がありますが、専門家は「値段に

よって極端な性能の差はない。過度に怖がって高価な商品を買わなくてもよい。販売
者やメーカーによる独自の試験方式で調べているため、消費者レベルで正しいかどう
かの判断は難しいのが実情。行政が性能の試験方式を統一することが望ましい」と話
しています。
簡易な活性炭浄水器でもある程度は除去可能ですが、継続使用で性能が落ちるため
活性炭(ｶｰﾄﾘｯｼﾞ)交換期限を守ることが大切です



諸外国の飲料水のPFASに係る目標値 第３回環境省戦略会議資料

100 WHO 米国 英国 カナダ 豪州 ドイツ 日本

PFOS 100ng 4 100 600 ー 100 合計50

PFOA 100 4 100 200 560 100 合計50

●WHOはPFAS全体で500ng/L
●カナダは2023 年に総 PFAS 30ng/L の目標値が提案された
 ●ドイツ 欧州飲料水指令の国内法適用までの暫定的な指針値
 ※2023 年に欧州飲料水指令に基づく 20PFAS 合計100ng/L と、
4PFAS（PFOS、PFOA、PFNA、PFHxS）合 計 20ng/L が国内法で提案され、
PFAS 合計は 2026 年、4PFAS は 2028 年に適用予定とされている 

どうする日本！



東京の地下水 PFAS汚染図
都水道局と環境局、福祉保健局、環境省が公表している
05〜22年の井戸水の調査結果より（東京新聞5/12付）

横田基地















市町村、東京都、国への要望
1、水のPFAS汚染状況について
①地下水・湧水の汚染地域と汚染状況を住民に説明してほしい。
②汚染除去と汚染防止の対策を実行してほしい。
③汚染源を明らかにしてほしい。

2、土壌や食品の汚染について
①土壌調査を行い安全を確認してほしい。
②農作物の汚染調査や農業用水の水質調査をして安全性を明らかにしてほしい。
③食品の汚染状況について情報提供してほしい。

3、健康影響について・・血中濃度の基準を
PFAS検査機関の受け皿がない、さらに高額な自費検査の為、検査を希望しても実施が困難な現状です。
①汚染地域の住民は希望すればPFAS検査を受けられるように、国が受入れ機関を増やすように
整備してほしい。

②米国基準値を超えた住民には検査のフォローをしてほしい。
③健診などの機会に 住民のPFAS血中濃度検査を行い、健康影響を明らかにしてほしい。PFASを健診

      項目に追加し実施してほしい。
４、身の回りにある生活用品について
①家庭用品や食品包装・容器、化粧品について規制し、「PFAS使用」または「PFAS除去」等の表示をし  

てほしい。











PFAS除去、PFASフリーな生活 むし歯予防のフッ素化合物

むし歯予防で使用されるフッ素は、「無機フッ素」です。
正確には、「フッ素イオン」がむし歯予防となります。使用されるのは、フッ化ナトリウム
が主です。方法としては、学校でのフッ化物洗口、歯科医院や保健センター（保健所）
などでのフッ化物塗布が行われ、最近では歯磨剤に含まれています。
海外では、水道水にフッ化物を入れる「フロリデーション」も行われています。

小児歯科学会の声明
歯科で使用するフッ化物は自然界に存在しており、過剰に摂取すると、悪心、嘔吐、歯
の慢性フッ素症をおこすことがありますが、適正な使用では問題ありません。水道水質
基準値の上限は0.8mg/Lです
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